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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野 晃司）では、２０１８年２月より、

小田急江ノ島線片瀬江ノ島駅舎の建て替えを含めた、駅全体の改良工事に着手します。 

片瀬江ノ島駅は１９２９年に建設されて以来、竜宮城をイメージしたユニークなデザインがご好

評で、１９９９年には「関東の駅１００選」（※）にも選定されています。また、当駅が所在する

江の島エリアは神奈川県でも有数の行楽地・観光地であることから、当駅は日々多くのお客さまに

ご利用いただいております。 

今般の改良工事では、現在の竜宮城の雰囲気を踏襲しつつ、竜宮造りという神社仏閣の技法を

採用した本格的な造りとすることで、遊び心と同時に品格を備えた姿にデザインしました。また、

コンコースの面積拡大、トイレの全面リニューアルなど、機能性を向上させることで、より便利

で快適にご利用いただけるようになります。 

工事完了は２０２０年５月を予定しており、２０２０年に向けて、国内外問わず多くのお客さま

にお越しいただける駅を目指してまいります。 

※ １９９９年から２００４年の間、運輸省（２０００年からは国土交通省）関東運輸局管内が

「鉄道の日」記念行事の一環として公募等で募集し、選定した日本の関東地方の特徴ある１００

の鉄道駅。 

 

竜宮城の雰囲気を踏襲しながら、ますます便利で快適に 

 
～２０１８年２月着工、２０２０年５月竣工予定～ 

改良工事後の片瀬江ノ島駅（イメージ） 

片瀬江ノ島駅の改良工事を実施します 
 

 



片瀬江ノ島駅の改良工事の概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 対象駅舎  小田急江ノ島線 片瀬江ノ島駅 

   （所在地：神奈川県藤沢市片瀬海岸２－１５－３） 

 

２ リニューアル概要 

 外観デザインが変わります 

  現在の竜宮城の雰囲気はそのままに、竜宮造りという神社仏閣の技法を採用した本格的な造

りでデザイン性を向上させます 

  ホーム上の屋根が変わります 

   現在のスレート屋根（※１）からテント膜屋根（※２）と折板屋根（※３）に変更すること

で、駅舎と連動した美しい屋根とし、屋根からの光を採り入れることでホームの快適性を向上

させます。 

   ※１ 薄い板状の、粘板岩を加工した屋根材 

   ※２ 半透明の材料（人工繊維）で自然光を採り入れ、明るい空間を構成できる屋根材    

※３ 金属屋根の代表的な屋根工法で、耐久性に優れた屋根材 

 コンコースを拡幅します 

現在のコンコースを約２５％広くし、構内の回遊性を高めるとともに、大型イベントの際の

流動がスムーズになります。 

  トイレがリニューアルします 

   全面リニューアルにより、男性トイレ、女性トイレともに個室数を増設するほか、現在１箇

所の多目的トイレを男女トイレ内にそれぞれ設置します。さらに、女性用パウダーコーナーを新

設するなど、利便性が向上します。 

 

３ 建物概要  敷地面積  １，３０５㎡（３９４坪） 

延床面積  ９３６㎡（２８３坪） 

    構造規模  地上２階建 

 

４ 工事期間  ２０１８年２月着工、２０２０年５月竣工 （予定） 

 

【参考】片瀬江ノ島駅の概要 

１ 開設日  １９２９年４月１日 

   ※ 江ノ島線営業開始にあわせて開設 

２ 平均乗降人員 ２１，４４０人／日 （２０１６年度） 

 

以 上 

 


